
今年２月に実施したワークショップでは市民の皆様に「将来こんな場所にしたい」「こん
な使い方をしたい」の意見交換をしていただきました。意見交換では民間施設機能を求める
声が多かったことから、民間活力導入の可能性を確認するため市場調査を実施しました。

ワークショップの内容

体育館はエアコンが整備されたこともあり、地域の避難場所
等を想定した活用が望ましい。

どんな事業者にヒアリングした？
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開催場所：鳥飼東小学校３階図書室
参加者数：18名

鳥飼東小学校跡地活用ワークショップ 開催報告
開催日時：令和７年10月２7日（月）

午後7時～9時

市場調査では、民間事業者に対して対象地のポテンシャルや対象地で実施が想定される事業
内容等についてヒアリングを実施しました。民間事業者からは校舎等の既存建物を活用したい、
既存建物を撤去し新しく建物を建てたい等、建物取扱いの方針に対して様々な意見をいただき
ました。そこで、市民の皆様が既存建物に対してどのような想いを持っているかについて意見
交換をしていただきました。

今回のワークショップでは、市場調査結果を紹介したうえで、市場調査
結果及び参加者が考える跡地活用の方針について意見交換を行いました。
当日は、２０代～８０代の18名に参加いただき、活発な意見が飛び交い
ました。

市場調査結果に対して ワークショップ等で意見の多かった
事業で敷地全体の活用を考えている事
業者にお声がけしました。その他にも
市場調査を公募型とし、本対象地にご
興味がある事業者にご参加いただきま
した。

せんだん公園は
今まで通り使い
たい！
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今回のワークショップでいただいた意見をもとに跡地活用の方針検討を進めていきます。
引き続き、市民の皆様と一緒に鳥飼東小学校の跡地活用について考えていきたいと思います

ので、ご協力よろしくお願いします。

ワークショップの結果を踏まえて

建物取扱いの方針に対して

既存建物の築年数は？
築年数は
約40年です。

閉校～供用開始までの期間が短い方がよい。
（これまでにぎやかだった場所が真っ暗になる）

開催場所：淀川河川敷鳥飼ワンド
参加者数：１６名

～淀川河川敷のにぎわい創出に向けて～
鳥飼ワンドで生き物観察会を開催しました！

開催日時：令和７年1１月８日（土）
午前１０時～午後０時

摂津市市長公室政策推進課
（鳥飼地区まちづくり担当） 06-6170-1655

鳥飼まちづくりグランドデザインについて
知りたい方はこちらをご覧ください→

活用方法次第では既存建物を撤去して
新しい建物を建ててもいい。

気持ちの良い晴天の中、鳥飼ワンド周辺で生き物観察会を開催しました。河川レンジャーや
講師の方によるワンド及びワンド周辺に生息する生き物や植物の説明を受けながら散策を行い
ました。随所に大阪成蹊大学の学生によるワンドに関するクイズがあり、子どもから大人まで
みんなで一緒にワンドについて考え、学ぶことができました。
淀川は数多くの魚や貝類などが生息する一方、近年では外来種の水草が繁殖し、淀川の生態

系を脅かしています。鳥飼ワンドも例外ではなく、現状や課題も含め、多くの方に鳥飼ワンド
の存在を知っていただき、興味・関心を持って現地を訪れていただけるよう、今後も淀川河川
敷の魅力の発信に努めてまいります。

既存建物を活用すると使用
できる期間が短くなるかも。


